
































































表 1　東京圏における主要 31 区間（注 1）中の混雑率上位 10 区間（平成 21 年度）
順位 事業者名 線名 区間 混雑率（％）
1 JR東日本 総武（緩行） 錦糸町→両国 203
2 JR東日本 京浜東北 上野→御徒町 198
3 東京地下鉄 東西 木場→門前仲町 197
4 JR東日本 中央（快速） 中野→新宿 194
5 JR東日本 東海道 川崎→品川 190
6 東急 田園都市線 池尻大橋→渋谷 187
6 小田急 小田原 世田谷代田→下北沢 187
8 JR東日本 横須賀 新川崎→品川 181
9 東京地下鉄 千代田 町屋→西日暮里 178
10 JR東日本 総武（快速） 新小岩→錦糸町 180
31区間の平均混雑率 167
（注 1） 31 区間は，上位 10 区間の他，東武伊勢崎線小菅→北千住 140％，同東上線北池袋→池袋 138％，西武
池袋線椎名町→池袋 172％，同新宿線下落合→高田馬場 159％，京成押上線曳舟→押上 160％，同本線
大神宮下→京成船橋 149％，京王京王線下高井戸→明大前 167％，同井の頭線神泉→渋谷 139％，東急
東横線祐天寺→中目黒 174％，京急本線戸部→横浜 152％，東京都浅草線本所吾妻橋→浅草 122％，同
三田線西巣鴨→巣鴨 139％，同新宿線西大島→住吉 154％，東京地下鉄日比谷線三ノ輪→入谷 156％，
同銀座線赤坂見附→溜池山王 161％，同丸の内線新大塚→茗荷谷 157％，同有楽町線東池袋→護国寺
167％，同半蔵門線渋谷→表参道 170％，JR 東日本総武線（緩行）代々木→千駄ヶ谷 91％，同常磐線（快
速）松戸→北千住 176％，同常磐線（緩行）亀有→綾瀬 176％。路線名は国土交通省ホームページ記載
の名称をそのまま転載している。
（出典） 国土交通省ホームページより引用（表 2 と表 3 も同じ）。
 http://www.mlit.go.jp/tetudo/toshitetu/03_03.html
表 2　大阪圏における主要 20 区間（注 2）中の混雑率上位 10 区間（平成 21 年度）
順位 事業者名 線名 区間 混雑率（％）
1 大阪市 御堂筋 梅田→淀屋橋 144
－ 108 －
通勤輸送向け着席保証列車の可能性
2 阪急 宝塚 三国→十三 143
3 阪急 神戸 神崎川→十三 141
4 近鉄 京都 桃山御陵前→丹波橋 140
5 近鉄 奈良 河内永和→布施 138
6 近鉄 大阪 俊徳道→布施 137
7 近鉄 南大阪 河堀口→大阪阿倍野橋 136
8 JR西日本 片町 鴫野→京橋 135
9 JR西日本 大阪環状 鶴橋→玉造 128
9 阪急 京都 上新庄→淡路 128
20区間の平均混雑率 127
（注 2） 20 区間は，上位 10 区間の他，南海高野線百舌鳥八幡→三国ヶ丘 124％，同南海本線湊→堺 122％，京
阪京阪本線野江→京橋 116％，阪神本線出屋敷→尼崎 113％，大阪市谷町線谷町九丁目→谷町六丁目
114％，同四つ橋線難波→四ツ橋 98％，同堺筋線日本橋→長堀橋 117％，JR 西日本東海道線（快速）
茨木→新大阪 111％，同東海道線（緩行）新大阪→大阪 111％，同阪和線（快速）堺市→天王寺 123％。
表 3　名古屋圏における主要区間の混雑率（平成 21 年度）
順位 事業者名 線名 区間 混雑率（％）
1 名古屋市 東山 名古屋→伏見 148
2 名古屋市 名城・名港 金山→東別院 142
3 近鉄 名古屋 米野→名古屋 138
4 名鉄 本線（西） 栄生→名鉄名古屋 135
4 名鉄 本線（東） 神宮前→金山 135
4 JR東海 中央 新守山→大曽根 135
7 名古屋市 鶴舞 川名→御器所 138






















































































  （1）ホームライナ （ー座席定員制・全車指定制）※
 JR※ （2）普通列車の普通車指定席・グリーン車指定席
着席保証列車  （3） 特急列車の普通車指定席・グリーン車指定席
  （4） 特急列車の指定席車（（イ）全車指定席・（ロ）一部指定席）
 私鉄
  （5） 座席定員列車
※しなの鉄道しなのサンライズ・しなのサンセットも含む。
表 4　JR 旅客会社における定期券＋特急券等での特急利用許可状況一覧
JR旅客会社 特急普通車自由席 特急普通車指定席 特急グリーン車指定席















































JR九州 全列車可。 全列車可。 全列車可




















（2011 年（平成 23 年）3 月 12 日（土）現在）
JR旅客会社 列車名 運行区間・運転日 着席保証の形態
JR北海道 ホームライナー 函館本線小樽→札幌，手稲－札幌 自由席。※着席保証なし。





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 6　TJ ライナーの採算性分析（NPV 法）
平日列車本数 土曜休日列車本数 座席数 整理券料金（円） 平日乗車率 土曜休日乗車率 　
1,428 508 408 300 0.98 0.72 　
　 　
2008年度 平日収入（円） 休日収入（円） 収入合計（円） 2009年度以降 平日収入（円） 土曜休日収入（円） 収入合計（円） 　
　 140,343,840 33,841,152 174,184,992 171,291,456 44,769,024 216,060,480 　
　 　
現在価値（単位：円） 　
2008年度末 2009年度末 2010年度末 2011年度末 2012年度末 2013年度末 2014年度末 2015年度末 2016年度末 2017年度末
159,797,312 181,858,106 166,841,903 153,057,244 140,417,706 128,836,864 118,185,083 108,440,755 99,474,245 195,239,331 
　 　
現在価値合計（円） 投資額（円） 券売機7台（円） NPV（円） 　






























（平日 19 時 50 分～ 20 時 20 分）
（2011 年（平成 23 年）3 月 4 日（金）以前）
  19時50分  急行森林公園行（着線2番）
  19時55分  普通志木行き（着線2番）
  20時00分  TJライナー 3号森林公園行き
（着線3番）
  02分  準急森林公園行き（着線1番）
  03分  普通成増行き（着線2番）
  08分  急行小川町行き（着線2番）
  09分  普通志木行き（着線3番）
  13分  準急川越市行き（着線1番）
  20分  急行小川町行き（着線2番）
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（平日 19 時 50 分～ 20 時 20 分）




































































































































































































































































図 3　京王電鉄京王線新宿駅 1・2・3 番線配線略図
　　　（笹塚方の配線・改札口・階段などの情報
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A Study of the Trains with Reserved Seats for Commuters
-Perspectives of Managing Improving Firm Value and Increasing Customer Satisfaction-
OTSUKA Ryoji
【abstract】
This paper discusses significance and feasibility of the trains with reserved seats for commuters based case 
studies of the trains with reserved seats for commuters in Japan and analysis of profitability for “TJ Liner” on the 
Tobu Tojo line. The trains with reserved seats for commuters are trains for providing comfortable traveling by 
charging additional fee. Anyone who pay additional fee enjoy comfortable traveling. There is a greater need from 
commuters for reserved seats, by operating the trains with reserved seats for commuters, railway companies enjoy 
greater revenue. For sustainable operations of railway network, it is important to ensure and improve revenue. But 
in case that railway companies kick around feasibility of operating the trains with reserved seats for commuters, 
railway companies must mull managing improving firm value and increasing customer satisfaction. Railway 
companies can discuss operating the trains with reserved seats for commuters, in case that attaining managing 
improving firm value and increasing customer satisfaction.
【key words】
the trains with reserved seats for commuters,  firm value,  customer satisfaction
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